
警視庁では東京都や関係団体等と連携して｢飲酒運転させないTOKYO
キャンペーン｣を実施します。
過去の事故では、「仕事中にお店で買ったお酒を車の中で飲んだ」

「自宅で飲んでいたが、酒が足りなくてバイクで買いに行った」など、想像
しがたいケースも見受けられます。
飲酒運転はあなたの身近なところでも起きているかもしれません。
是非、飲酒運転をしない・させない取組みをお願いします。

飲酒運転になることが分かっているのに、「車を貸す」
「酒を勧める」「運転する車に一緒に乗る」ことも犯罪です。
大切な家族や友人、同僚に飲酒運転をさせない、そして
何より悲惨な飲酒運転の犠牲者を出さないために、
みんなで飲酒運転を追放しましょう。

飲酒運転
は必ず
捕まるよ！

飲酒なし 飲酒あり

％

約7.５倍

死亡事故率＝死亡事故件数÷交通事故件数×100％


